
３月は自殺対策強化月間です春の全国火災予防運動
急ぐ日も　足止め火を止め　準備よし

【問合せ先】消防本部
　　　　　　☎ ０２９－２９２－１５１５（直通）

【問合せ先】社会福祉法人茨城いのちの電話
　　　　　　☎ ０２９－８５２－８５０５

　３月１日から７日までの７日間、全国一斉に春
の火災予防運動が実施されます。
　火災が発生しやすい時季を迎えるにあたり、人
命の安全を守り、財産の損失を防ぐための心がま
えを皆様にお知らせします。
　家族や地域の方々と協力して普段から火の用心
を心がけ、火災を引き起こさないように注意しま
しょう。

　悩みを抱える方は、ひとりで悩
まずにご相談ください。あなたの
悩みを相談できる人がいます。

 茨城いのちの電話
　茨城いのちの電話は、原則、毎
日24時間受け付けしています（都合
によりお休みの場合もあります）。
　また、LINEではチャット形式
で相談を受け付けています。

通電火災対策
○主な要因
・暖房器具と可燃物
・電気コードの損傷

▶茨城いのちの電話
　☎029-350-1000　　
　原則、毎日24時間受付
　☎0120-783-556（フリーダイヤル）
　毎　　日　午後４時～９時
　毎月10日　午前８時～翌日午前８時
▶LINE相談受付日時
　第１～４日曜日　午後４時～７時50分
　（受付：午後7時まで）
　第２火曜日　 正午～午後３時50分
　（受付：午後3時まで）　
　　※１回50分を目安とします。１日１回まで。

○主な対策
・感震ブレーカ―の設置
・住宅用分電盤の機能充実
　（漏電ブレーカー、コード短絡保護機能）
○停電時・避難時の対応
・電源プラグをコンセントから抜く
・ブレーカーを落とす
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